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本当本当本当本当はははは教教教教えたくないえたくないえたくないえたくない治療治療治療治療ののののポイントポイントポイントポイント    

    

「「「「こないだいつもとこないだいつもとこないだいつもとこないだいつもと違違違違うううう先生先生先生先生にやってもらったらにやってもらったらにやってもらったらにやってもらったら、、、、かえかえかえかえ

ってってってって痛痛痛痛くなっちゃったくなっちゃったくなっちゃったくなっちゃった。」。」。」。」    

 

皆様からこんな声が聞こえてきそうです。 

こういう体験をお持ちの方は多いと思います。 

「なかなかいい先生が居なくて・・・」 

仕事柄、私の耳によく入るのは 

「とにかくひどかった。ちょっと聞いてよ・・・。」 

「あそこのマッサージは叩くだけ。」とか 

「温泉のは痛いだけだった。」とか 

「あそこで鍼をやったら動けなくなっちゃった。」 

とか長年やっていますとあまりいい話は入ってきません。どう

もこの治療の世界、神秘的な部分と怪しい部分があるようです。 

二〇年以上前に、鍼灸・指圧学校に通っていた頃は「肩こり」

「腰痛」など免許を取れば簡単に治せるものと思っていました。 

そして鍼の免許を取り立ての頃は鍼を打ちたくて打ちたくて

(今から思うと怖い話ですが・・・) ビギナーズラックも手伝っ

て、初めの頃はケロケロよく治る。 

「こんなに良く効くのは自分は天才ではないか。」 



 

2

と思った時期もありました。 

おそらくこれはほとんどの治療家が感じている事ではないでし

ょうか。 

しかし振り返ってみますと鍼を打っている方も本当に確信を

持って治療にあたっているわけではなく、効いてくれないかな

ぁと祈るようなところがあって、私自身も確信的に治療が出来

るようになるまでには十数年かかりました。 

ここ十年くらいは見えない原因の部分も大分診れるようにな

り、とても治療が楽で楽しい日々です。 

世の中なんだか「癒しブーム」とかで、何処へ行っても「韓

国式エステ」とか「台湾式」とか「足裏リフレクソロージー」

とか、昔では想像できなかったくらいのマッサージブーム到来

です。 

クイックマッサージで少し治療して、楽になる程度の方はい

いのですが、本当の治療を求めてらっしゃる方も多いのではな

いでしょうか。 

インターネットの発達と共に情報もあふれ出し、「一体何処に

行ったらいいの？」と、迷われている方も少なくなくないはず

です。 

そんな方のために「本当は教えたくない治療のポイント」を今

回は治療家の立場からお話ししたいと思います。 
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肩肩肩肩こりこりこりこり編編編編    

私自身若い頃に右肩を痛め、この後遺症に悩み色々と学生時

代から治療法を求めましたが、「これだ。」というものになかな

か出会えませんでした。 

今までにぎっくり腰も数回患い、最終的に自分の体に合って

いたのは「整体・安静・絶食」でした。もちろんこれは人によ

って異なりますが、治療の専門家でもいい治療を探しているく

らいですから、この業界にいらっしゃらない方が簡単に自分に

ピッタリの治療に巡り会えるとは思えません。 

ですから冒頭のような愚痴を聞く事になるのだと思います。 

だれでも楽に快適に生活したいと願っていますが、いつもいい

状態ではいられません。つらくなれば指圧や鍼と「何処かにい

い先生はいないかしら・・・」と思うのは当然の事で、軽い肩

こり・腰痛ならすぐに治りますが、世の中にはひどい方も決し

て少なくありません。 

 

「「「「治療治療治療治療してもらってそのしてもらってそのしてもらってそのしてもらってその時時時時だけはだけはだけはだけは、、、、少少少少しはしはしはしは楽楽楽楽になったけになったけになったけになったけ

どどどど、、、、結局元結局元結局元結局元にににに戻戻戻戻ったったったった・・・・・・・・・・・・」」」」    

 

こんな苦情が聞こえてきそうです。 

ここからが今回の本題です。 
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肩こりは揉めば治るのでしょうか？ 

きわめて当たり前の疑問ですが、ここからもう違っているので

す。 

 

「「「「ええええ、、、、肩肩肩肩こりこりこりこり揉揉揉揉んじゃいけないのんじゃいけないのんじゃいけないのんじゃいけないの？」？」？」？」    

 

いけないとは言いませんが、これだけで結論が出せるほど肩こ

りは簡単ではありません。 

「じゃぁ、どうしたらいいの？」 

 

「「「「肩以外肩以外肩以外肩以外をををを揉揉揉揉むのですむのですむのですむのです。」。」。」。」    

    

「肩はどうするの？」 

「触らなくても良くなるのです。」 

「？？？？」 

「じゃ、どこを？」 

「それは一概には言えませんが、あえて言うと周りかすごく遠

いところ・・・」  

「どこどこ・・・」 

その肩こりがどうして出来たのかを探るのが、プロの仕事で

す。思いつくままに肩こりの原因を上げてみますと 
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胃胃胃胃からのからのからのからの影響影響影響影響・・・・睡眠不足睡眠不足睡眠不足睡眠不足・・・・眼眼眼眼のののの使使使使いいいい過過過過ぎぎぎぎ・・・・腰腰腰腰のゆがみのゆがみのゆがみのゆがみ・・・・

耳耳耳耳からのからのからのからの影響影響影響影響・・・・噛噛噛噛みみみみ合合合合わせからくるわせからくるわせからくるわせからくる場合場合場合場合・・・・足足足足のこりのこりのこりのこり・・・・背背背背

骨骨骨骨のののの異常異常異常異常・・・・便秘便秘便秘便秘・・・・胃炎胃炎胃炎胃炎・・・・むちむちむちむち打打打打ちのちのちのちの後遺症後遺症後遺症後遺症・・・・腕腕腕腕のののの使使使使いすいすいすいす

ぎぎぎぎ・・・・ストレスストレスストレスストレス・・・・心臓心臓心臓心臓からのからのからのからの影響影響影響影響・・・・胆石胆石胆石胆石のののの痛痛痛痛みみみみ・・・・喘息喘息喘息喘息・・・・・・・・・・・・・・・・    

キリがありません。 

どれどれどれどれ一一一一つとってもつとってもつとってもつとっても肩肩肩肩にはにはにはには原因原因原因原因がありませんがありませんがありませんがありません。。。。    

そうです。肩こりはとばっちりを受けていて凝っているのです。 

だから腕の使いすぎで肩が凝った場合は、腕を治療すれば肩は

やらなくてもいいのです。 

「何だそうだったのか。」 

でもやってもらうと気持ちがいいし、実際楽になるから・・・ 

適度な刺激であればいいのですが、、ほとんどの場合、強すぎま

す。 

 

「「「「強強強強くやったくやったくやったくやった方方方方がががが効効効効くんじゃないくんじゃないくんじゃないくんじゃない。。。。長持長持長持長持ちしそうだしちしそうだしちしそうだしちしそうだし・・・・・・・・・・・・」」」」    

 

肩の筋肉はそんなに強くやられたら、かえって硬くなってし

まいます。一時的には楽になっても、またすぐこります。 

結局、永遠に肩こりから解放されません。 

商売として考えれば我々はいいのですが、プロの治療家と 

しては失格です。本当の原因を探り当てる事は決して楽ではあ
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りませんが、時間をかけ一つずつ謎を解いていく感じで調べて

みますと思いもよらない事が原因しているものなのです。 

こんな方がいらっしゃいました。 

『商社にお勤めの方で普段出張ばかりで運動不足になりがちだ

からという理由で、日曜日にテニスを始めました。ところがど

うしても日曜の夜になるとマッサージが欲しくなる。毎週かか

っていてある時、「普段の肩こりを治す目的でテニスを始めたん

だけど、肩が一向に良くならない。どうして？」』 

その方の体を拝見すると両腕がぱんぱんに張っている。 

「これは週末だけテニスをやるのでその影響だなぁ。腕を十分

ほぐせば良くなるだろう。」 

と思い、腕ばかり治療していましたら、 

「僕は肩こりなんだけど・・・腕はこってないんだ。どうすれ

ば肩こりが治るの。」 

「「「「テニステニステニステニスをやめればをやめればをやめればをやめれば治治治治りますりますりますります。」。」。」。」    

「え、肩こりのためにやっているんだけど・・・」 

「体を拝見すると普段あまり使わない腕だけを酷使しています。

これがなければ肩に悪影響がありませんから、肩こりは良くな

ります。テニスをお続けになるのであれば腕の治療をしなけれ

ばなりません。どうなさいますか？」 

そうです。 
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この方の場合、腕からくる肩こりで、テニスをしなければ良

かったのに、「運動不足」という大義名分がありますから、一所

懸命気合いを入れてやったのでしょう。腕や肩に筋肉痛を起こ

していましたから・・・ 

日曜日ゴロゴロとしていれば良かったんです。普段忙しく動い

ているのですから。 

 

腰痛編腰痛編腰痛編腰痛編    

これも初めの頃は一所懸命、腰のみを揉んだり、鍼を打って

いましたが、だんだんそれでは治らない方ばかりになり、困り

果ててしまいました。 

当時は知恵もなく、ただ強く、深くやるばかりでそれ以外の解

決法を持っていませんでした。 

今考えれば無知の一念というのは怖いもので、それ以外知らな

いのですから、やられた方はたまったものではありません。 

そんなある日、 

「「「「腰痛腰痛腰痛腰痛をををを治治治治すにはすにはすにはすには腹筋腹筋腹筋腹筋のののの強化強化強化強化がががが必要必要必要必要」」」」    

という言葉を耳にします。 

腰痛持ちの方ならよく知っている言葉だと思いますが、当時、

新米の私にはとても新鮮でした。 

 



 

8

「「「「なかなかなかなかなかなかなかなか治治治治らないらないらないらない腰痛腰痛腰痛腰痛のののの腹筋力強化腹筋力強化腹筋力強化腹筋力強化」」」」    

    

なんと、響きのいい言葉でしょう。言葉を聞いただけでもう治

った気分になってしまいます。私もその魅力のある言葉に酔っ

てしまい、喜び勇み、治療を始めました。 

ところが・・・ 

みなさんもやってみるとわかりますが、実際、腰が痛いのに

腹筋を強化する方はほとんどいません。 

腹筋強化法も色々とあるんでしょうが、うまくいったという話

をあまり聞いたことがありません。 

それは週に三回きちんと温水プールで指導者をつけてそれなり

の訓練をすれば良くなりますが、現実的ではありません。 

結局、専門家に揉んでもらうんです。 

 

ところがところがところがところが治治治治らないらないらないらない。。。。    

    

いつまでも通院している。 

理屈では腹筋力強化で正しいのでしょうが、私自身あまりこの

方法を使いません。 

ではどうしたらいいのでしょうか？  

そのそのそのそのヒントヒントヒントヒントはははは胃腸胃腸胃腸胃腸にありましたにありましたにありましたにありました。。。。    
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「胃と腰痛、関係あるの？」 

「あるんです。それも直接的に・・・」 

「そう言えば食べ過ぎた後、腰を重く感じるのはそれ？」 

そうです。いいところに気がつかれましたね。 

腰痛も肩と同じで腰自体に原因があるケースは比較的少なく、

周りからやられます。 

この場合も肩こりと同じで周りの環境によって腰がとばっちり

を受けているのです。 

腰にしてみれば 

 

「「「「胃胃胃胃やややや腸腸腸腸がちゃんとがちゃんとがちゃんとがちゃんと仕事仕事仕事仕事をしてくれればをしてくれればをしてくれればをしてくれれば僕僕僕僕はこんなにはこんなにはこんなにはこんなに大大大大

変変変変なななな思思思思いをしなくてもすむのにいをしなくてもすむのにいをしなくてもすむのにいをしなくてもすむのに・・・・・・・・・・・・」」」」    

 

腰に口があればこんな所でしょうか。 

では腰痛の大きな原因はなんでしょうか。 

次の四つが上げられます。 

一一一一、、、、おおおお腹腹腹腹のののの異常異常異常異常からくるからくるからくるからくる場合場合場合場合    

二二二二、、、、脚脚脚脚のののの異常異常異常異常からくるからくるからくるからくる場合場合場合場合    

三三三三、、、、姿勢姿勢姿勢姿勢やややや背中背中背中背中がががが原因原因原因原因していしていしていしているるるる場合場合場合場合    

四四四四、、、、不眠不眠不眠不眠ややややストレスストレスストレスストレスなどがなどがなどがなどが原因原因原因原因しているしているしているしている場合場合場合場合 
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全部説明していると大変な量になりますので、今回はお腹の

異常からくる場合を取り上げてお話ししたいと思います。 

先日おみえになった方ですが、 

「高校から腰痛に悩まされていて、数年前にゴルフでぎっくり

腰をやってしまった。 

最近また悪くなったので診て欲しい。どういう訳か、下痢の時

の方が腰が楽で、便秘だと腰が痛くなる。」 

ということでした。 

詳しく調べてみると胃からの影響があり、腰を一切治療せ 

ず減食だけを指導したところ。 

「「「「なんかなんかなんかなんか空腹空腹空腹空腹のののの方方方方がいいみたいがいいみたいがいいみたいがいいみたい。」。」。」。」    

その後は繊維食の指導や脚の治療をして、結局、治癒まで腰

を一切いじりませんでしたが、その方の腰痛は劇的に快方に向

かいました。 

｢そうです。腰も周辺をやればいいんです。｣ 

もちろん、腰自体に問題がある場合はその部分の治療が大切

だという事は言うまでもありませんが、我々が一般に治療する

方々のほとんどはこのパターンです。 

こういう考え方になったのには理由があります。 

先程も書きましたとおり、鍼の免許を取ってすぐは難しい方

を治療する場面は少なく、ちょっと悪い程度の方々ですから、
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鍼で魔法のようによく痛みが取れます 

「先生、一発で効いた。」 

治った方が驚くのはわかりますが、こっちも驚いてしまいます。 

「へぇ、鍼って効くんだ。」 

ところがそういう方は段々治療がいらなくなるので難しい方ば

かりになってくる。 

「最近は魔法の威力がなくなってきた。」 

今思えば笑い話ですが、当時はそんな事を考えていました。 

「なんとかまたパワーを蘇らせる方法はないものか。」 

免許を取って二年ぐらいはこんな感じでした。 

三年目位になってくるともうほとんどの腰痛はお手上げ状態。 

「最近はいっくら強く、深く鍼をやっても効かない。」 

段々不安と焦りで仕事が手につかない。 

当時は病院勤務でしたから、まだ良くなっていない患者さんと

毎日会う。 

これがきつい。 

良くなっていればお互い楽しいわけですが、そういう兆しが見

えないとあちらも 

「また今日治療してもらっても効かないだろうなぁ。」 

という雰囲気になってくる。 

それが二・三週間続くと治療しているこっちが病院に行くのが
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いやになっちゃう。 

だから当時は一ヶ月に一度くらい耐えられなくて休んでいまし

た。朝起きるとこのまま寝たいと思って寝ちゃう。適当に風邪

とか何とか言って・・・ 

一日休むとこっちの心も大分元気になってくるので、翌日はま

た病院へ行く。 

「先生、風邪良くなったんですか？」 

ドキッドキッドキッドキッ    

「ええ、まぁ・・・(風邪引いてたんだ。忘れてた。・・・)」 

あまりうそはつかない方が良さそうだ。 

元気になって治療してもやはりその方の痛みは取れない。 

外科の先生に言っても 

「ひどけりゃ、麻酔でもするか。」 

で終わり。あっけないものである。 

感極まってカイロの有名な先生に診てもらったら、数回で治

っちゃった。治った後その方が、御礼に見えて、 

「いい先生ご紹介頂き、有り難うございました。」 

だって・・・・ 

結局、こっちの無能をさらけ出したようなもの。 

よく知っている先生だったので、その後先生にお会いしてどう

いう治療をしたのか伺ったら、教えてくれない。 
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「おまえに説明したって解らないよ。患者だって解らない。解

る人しか解らない。腰が痛くて腰なんかやったって、治るもの

じゃない。」 

「じゃ、先生何処をなさったんですか？」 

「だからおまえに言ったって解らないって言ったじゃない。」 

こうなると引き下がれない。 

「じゃ、ヒント下さい。」 

「鍼灸学校程度の筋肉学の知識じゃ無理だよ。俺なんかアメリ

カで六ヶ月間、人体解剖実習だ。これくらいやると自然に解る。」 

「・・・・」 

結局、こちらの勉強不足だということは解ったが、なんとも

釈然としない。 

その後、筋肉学が頭から離れず、キネシオテーピングを学んだ。 

これは相当筋肉学の知識がないと出来ない治療法で、何とか

したいものだから早朝からよく講習に通った。 

三か月ほどすると確かに今までと違う考え方が芽生えてくる。 

腰以外に目を向ける余裕みたいなものが出てきて、脚とか背中、

肩関節がやけに気になりだした。 

そんな中、ある方の脚を治療したら嘘みたいに腰痛が取れてし

まい、こっちもびっくり。 

「あの先生はこの事をおっしゃっていたんだ。」 
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と初めてわかり、それからというもの腰痛の方でもあまり腰に

目がいかなくなった。 

 

「「「「腰痛腰痛腰痛腰痛のののの原因原因原因原因ってってってって腰腰腰腰にないんじゃないにないんじゃないにないんじゃないにないんじゃない。」。」。」。」    

 

何となく、こんなイメージが出てきた。 

ところがやはり人体の中を詳しく知らないので、限界を感じ

る。この中の構造が解れば・・・ 

筋肉学だけではもはや、限界を感じていたので、何とか次の

段階へ行かねばと思い、ある先生の 

 

「「「「物事物事物事物事をををを極極極極めるにはめるにはめるにはめるには原書原書原書原書からからからから」」」」    

    

のお言葉に目が覚め、 

「「「「そうだそうだそうだそうだ我我我我々々々々のののの原書原書原書原書はははは解剖学解剖学解剖学解剖学だだだだ。」。」。」。」    

と気がついた。しかしそう簡単に勉強できるものではない。 

東京中の医学部に電話をして、事情を話しても 

「それは医学部生のみです。」 

「前例がない。」 

「ご遺族の方の関係もある。」 

「うちではお受けできません。」 
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調べてるとオーストラリアかアメリカでそういう体験学習み

たいのがあるということだが、費用も数十万かかる。 

これもまたなかなか出来る事ではないので、その後も医学部へ

の交渉を続け、もうこれで東京の医学部は最後だというところ

で 

「前例はないが、解剖学を勉強したいという人間をむげに断る

わけにもいかない。一度いらっしゃい。」 

ということになり、特別に「解剖見学」を許可された。 

その後、数年にわたりおよそ五百から六百時間の勉強を経て

掴んだ事は、今まで自分が治療の根本と考えていた事がほとん

ど何の役にも立たず、何の根拠もないものであったという事だ

った。 

結局新しい治療の考え方を自分で作るしかないとわかり、 

「治療家養成プログラム」 

を作った。 

「「「「体体体体のののの中中中中のののの構造構造構造構造がこうだからがこうだからがこうだからがこうだから、、、、ここはこういうここはこういうここはこういうここはこういう治療治療治療治療をすをすをすをす

るんでするんでするんでするんです。」。」。」。」    

言われてみれば当たり前の事なのだが、鍼灸学校では解剖見学

なんてほんの数時間だから、解るわけがない。 

それで卒業するから、自分なりに治療法を求めるのだが、根

本の人体解剖の知識が乏しいのでほとんど想像で治療法を組み
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立て理論を作る。 

治療される側はたまったものじゃありません。 

その後、目で見えるものは良くわかるようになった。 

 

問題問題問題問題なのはなのはなのはなのは目目目目にににに見見見見えないものをどうするかであったえないものをどうするかであったえないものをどうするかであったえないものをどうするかであった。。。。    

    

胃が悪く背中にこりがある場合でも、内視鏡で何ともないと

言われる。薬を飲んでも飲んだ時だけよくてまた悪くなる。ど

うにもならないから、鍼でもということで治療を求める。段々

こういう方ばかりになってくると今度は目に見えないものをど

うやって見えるようにするかが、大きな問題になってきた。 

代替医療の勉強がきっかけで、出会ったのが、 

ザザザザ・・・・バイデジタルバイデジタルバイデジタルバイデジタル・・・・オーリングオーリングオーリングオーリングテストテストテストテスト    

「「「「The The The The Bi Bi Bi Bi ----Digital O Digital O Digital O Digital O ----RiRiRiRinnnng g g g TestTestTestTest」」」」 

であった。 

一般には「オーリングテスト」と言われているが、ＣＴやＭ

ＲＩのように機械で放射線や、強い磁気を使うのではなく、人

間の体(脳)をセンサーとして使うやり方である。 

これを開発されたのはニューヨーク在住の心臓専門医・大村

恵昭博士で、世界で初めて鍼麻酔の公開実験に成功している。 

脳の血液循環と握力の関係を研究する途中で、オーリングテ
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ストのヒントをつかまれたそうだ。 

(http://www.bdort.net/) 

詳細は割愛するが、オーリング協会に解剖学の勉強の時と同

様に、これまた無理を言い日本のトップの先生に月に一度ご指

導を頂いている。 

そのおかげで、この診断と治療を学んでからというもの、見

えない体の中の関係がおもしろいようにわかり、今までいかに

何も知らないで治療してきたかを痛切に感じている。 

ここまで来て初めてぼんやりだが、体の中で何が起こっている

のかがやっと見えてきた。二十年近くかかってである。 

だからこういう経緯を経ないで、治療している場面をよくみう

けると怖くてしかたがない。 

昔の私のように、 

 

「「「「もっともっともっともっと強強強強くくくく、、、、深深深深くくくく。」。」。」。」    

「「「「ええええ、、、、効効効効かなかなかなかないいいい？？？？    じゃもっとじゃもっとじゃもっとじゃもっと強強強強くくくく、、、、深深深深くくくく。」。」。」。」 

 

体はネットワークが複雑に絡んでいるので、悪いところだ 

けやっても答えはみつからない。原因箇所を探し当てなければ

ダメなのです。 

ですからカイロの先生は私に 
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「どうせ説明したって・・・」 

と言ったんです。 

当時そこまでの知識はありませんから、何を伺っても理解でき

なかったと思います。 

 

肩肩肩肩こりのこりのこりのこりの方方方方、、、、肩肩肩肩ばかりばかりばかりばかり揉揉揉揉まれていませんかまれていませんかまれていませんかまれていませんか？？？？        

腰痛腰痛腰痛腰痛のののの方方方方、、、、腰腰腰腰ばかりばかりばかりばかり揉揉揉揉まれていませんかまれていませんかまれていませんかまれていませんか？？？？        

    

間違っているとは言いませんが、結果が出ていないようでし

たら、違うアプローチを考えたほうがよいかもしれません。 

その時は楽になるのですから、すべて無駄ということはあり

ませんが、だれでも下手な治療の方が心に残ってしまいます。 

「ホントにひどい治療だった・・・」 

という思い出がいつまでも消えないでしょう。 

「肩こりで肩揉むのは常識でしょ？。」 

「腰痛の腹筋強化は誰でも知っていることでしょ？。」 

確かにそうです。 

でもそれで治らず困っている方が多いのも事実なのです。 

これから治療を受ける場合、すこし治療して治ればいいので

すが、結果が出なければ、先生にこう聞いてみてください。 

「先生、私の肩こりの原因はなんですか？このまま治療を続け
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て良くなりますか？」 

「「「「ここまではここまではここまではここまでは解解解解るるるる。。。。だからだからだからだから今今今今はこういうはこういうはこういうはこういう治療治療治療治療をするをするをするをする。。。。今後今後今後今後はこはこはこはこ

うするうするうするうする。。。。あとはあとはあとはあとは解解解解らないらないらないらない。。。。だからだからだからだから様子様子様子様子をををを見見見見るるるる。。。。もしこうなったもしこうなったもしこうなったもしこうなった

らこうらこうらこうらこう手手手手をををを打打打打つつつつ。」。」。」。」    

と言われれば大変正直で信頼できる先生だと思いますが、 

「このままでいいんだ。」 

「でも全然良くならないんです・・・」 

「いいからこのまま続けましょう。また明日来てください。お

大事に・・・」 

と言われたら考えものです。 

その先生は貴方の肩こりの原因を掴んでいないのではないで

しょうか。結果を出される先生というのはお話が理路整然とし

ていて、だれが聞いてもわかる説明をしてくださいます。 

非常に明快です。 

貴方が信頼して治療を受けている先生はなんと言われています

か。このことを知っているだけでもいい先生かどうか見分けら

れます。 

 

終終終終わりにわりにわりにわりに    

繰り返しますが、治療は原因を掴まない限り、またまぐれ当

たりでも起こらない限り、結果は出ません。揉んで治る肩こり
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は少数で、おそらく十分な睡眠でも治る程度ではないでしょう

か。皆様がいい治療に出会えるよう願ってやみませんが、これ

だけ世の中でいい加減な治療が蔓延すると一言いいたくなりま

す。私自身、ぎっくり腰を一回の治療で治して頂いたときは、

その先生が神様のように見えましたし、また病院で逆に次から

次へと出される効きもしない薬には閉口してしまいます。 

だれでも期待をもって治療を受けるわけですから、裏切られた

ときには本当に頭にきます。 

いい治療との出会いはなかなかむずかしいと思いますが、少

しでもこの治療のポイントを知って頂き、皆様の苦痛を和らげ

る力になれればと思います。 

 

追伸 

最後にここまで治療家として成長をさせて頂くまでに、色々

と私の未熟な治療に耐えてくださり育ててくださった皆様に、

心から感謝致します。 

 

「「「「まあまあまあまあ、、、、最近最近最近最近はははは少少少少しましになったしましになったしましになったしましになったけどけどけどけど、、、、あのあのあのあの頃頃頃頃、、、、おまえおまえおまえおまえ

下手下手下手下手だったもんなぁだったもんなぁだったもんなぁだったもんなぁ。」。」。」。」    

 

―ある方の言葉より― 


